
第６６回千葉県公民館研究大会開催要項  

 

テーマ：館・民・学連携における公民館活動   

～地域に根ざした教育機関としての可能性と役割～  

 

１．趣旨   

近年日本社会が抱える地域コミュニティの希薄化にともない、地域に根ざ

した教育機関である公民館の果たす役割は増しています。  

また、住民の学びのニーズや地域の要請に応じた多様な学習機会の提供が

求められる中、いかに社会の要請に的確に対応し、地域住民が主体となった

公民館活動が行えるかが公民館の課題といえます。  

本大会は、連携をテーマに様々な角度から考察し、これからの公民館の可

能性について探ります。  

 

２．主催  千葉県公民館連絡協議会   

 

３．共催  山武地区公民館連絡協議会  

 

４．主管  第６６回千葉県公民館研究大会実行委員会  

     山武地区公民館連絡協議会  

 

５．後援  千葉県教育委員会、山武市教育委員会、大網白里市教育委員会、

東金市教育委員会、九十九里町教育委員会、芝山町教育委員会、横芝光町教

育委員会、山武地方社会教育委員連絡協議会（申請中含む）  

 

６．協賛  千葉県市長会、千葉県町村会、千葉県社会教育委員連絡協議会  

     （申請中含む）  

 

７．期日  平成２６年１１月２８日（金）  

 

８．会場  芝山文化センター  

     〒 289-1624 千葉県山武郡芝山町小池９７３  

     TEL  ０４７９－７７－１８６１  

     芝山町役場南庁舎・芝山町中央研修所  

     〒 289-1692 千葉県山武郡芝山町小池９９２  

     TEL  ０４７９－７７－３９０１  

 



９．参加者  公民館職員、公民館運営審議会委員、教育委員、社会教育委員、

生涯学習審議会委員、教育委員会事務局職員、社会教育団体関係者、

社会教育関係施設職員、その他研究大会参加希望者  

 

10．参加費  １，５００円（資料代込み）  

 

11．参加申込み  

 (1) 各市町村は、別紙参加申込書「様式１」により、９月５日（金）まで

に、参加費を添え、各単位公連事務局へお申し込みください。  

 (2) 各単位公連事務局は、別紙参加申込書「様式１」及び「様式２」（第

５分科会空港コース参加希望者がいる場合には、「空港見学会名簿」も

併せて）により、９月１０日（水）までに、下記送付先にＥ－ｍａｉｌ

にて送付し、下記振込先口座に参加費をお振込みください。  

  ※原則、振り込まれた参加費は返金いたしません。  

 

12．昼食について  

   希望者は、「様式１」の希望欄に○印を記入してください。  

   なお、各単位公連事務局は、別紙昼食申込書「様式３」により、９月１

０日（水）までに、下記送付先にＥ－ｍａｉｌにて送付し、１１月１４日

（金）までに下記振込先口座にお振込みください。  

※昼食代については、原則、振込後は返金いたしません。  

  ◎弁当代：１，０００円／個  

 

 

 送付先  第６６回千葉県公民館研究大会実行委員会事務局  

     〒 289‐ 1345 千葉県山武市津辺 262-1 山武市成東中央公民館内  

           TEL ０４７５－８２－３６４１  

           FAX ０４７５－８２－２０５８  

            E-mail:  n-konin@city.sammu.lg.jp  

 

参加費・弁当代振込先  ゆうちょ銀行〇五八店（店番号０５８）  

            普通預金  ４８４００５５  

     口座名義    第６６回千葉県公民館研究大会実行委員会  

 

 

 

 

mailto:n-konin@city.sammu.lg.jp


 

13．日程  

9:30～ 10:00 10:00～ 10:20 10:20～ 11:00 11:00～ 12:00 12:00～ 13:00 13:00～ 15:30 

受  付  開会式  

<歓迎ｾﾚﾓﾆｰ> 

朗読  

『里の秋誕生物語』 

竹之内淳子  

ソプラノリサイタル 

記念講演  昼食・休憩  

分科会  

 

※第５分科会のみ 

12： 00 開始 

16： 00 終了  

 

 

14．全体会（開会式及び講演）  

   会場：芝山文化センター  ホール  

 ○記念講演  

  テーマ：公民館から世界遺産を！！  

      ～公民館講座の可能性～  

  登壇者：片岡  英夫氏  

      ・世界遺産アカデミー認定講師  

      ・世界遺産検定初代マイスター  

      ・初代海外・旅行地理名誉博士  

      ・オライはすぬま観光大使  

15．分科会  

   会場：芝山文化センター、芝山町役場南庁舎・芝山町中央研修所  

   分科会のテーマ等：別表のとおり   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16．会場までのアクセス  

   

 (1) 車でお越しの場合  

   ◆東関東自動車道  富里Ｉ．Ｃから約３０分  

東関東自動車道  富里Ｉ．Ｃ～国道４０９号～国道２９６号～  

県道６２号～芝山文化センター  

   ◆新空港自動車道  成田Ｉ．Ｃから約３０分  

    新空港自動車道  成田Ｉ．Ｃ～空港通りを空港方面へ～県道６２号

～芝山文化センター  

   ◆千葉東金道路  松尾横芝Ｉ．Ｃから約１５分  

    千葉東金道路  松尾横芝Ｉ．Ｃ～県道６２号を成田方面へ～芝山文

化センター  

※芝山文化センター駐車場の御利用をお願いします。  

※なお、駐車場に限りがございますので、公共交通機関をご利用くだ

さい。  

※市・町有バス等でお越しの場合は、駐車場が異なりますので、必ず

「様式４」に記入の上、ご提出ください。  

 

 (2) 電車でお越しの場合  

◆芝山鉄道芝山千代田駅から空港シャトルバスで約１５分  

 芝山鉄道芝山千代田駅下車＝空港シャトルバス芝山文化センター前

下車  

◆芝山鉄道芝山千代田駅から芝山ふれあいバスで約２０分  

 芝山鉄道芝山千代田駅下車＝芝山ふれあいバス芝山町役場又は風和

里しばやま下車・・・徒歩で芝山文化センター  

◆ＪＲ松尾駅から芝山ふれあいバスで約２０分  

 ＪＲ総武本線で松尾駅下車＝芝山ふれあいバス芝山町役場又は風和

里しばやま下車・・・徒歩で芝山文化センター  

◆成田国際空港第２旅客ターミナルから空港シャトルバスで約２５分

ＪＲ成田線又は京成電鉄：空港第２ビル駅下車＝空港シャトルバス

芝山文化センター前下車  

 

17．会場までの交通機関利用調査について  

   駐車場を利用する各市町村は、別紙交通機関利用調査「様式４」により、

各単位公連事務局へご報告ください。なお、各単位公連事務局は、申込書

と併せて「様式４」を９月１０日（水）までに、参加申込書送付先にＥ－

ｍａｉｌにて送付してください。  



（別表）分科会のテーマ等  

 

№  分科会名  研究テーマ  担当  

第

１  

民間との連携  

～公民館における指定管理者

制度導入の成果と課題～  

平成 15 年６月の地方自治法の一部改

正に伴い「指定管理者制度」が導入（９

月２日施行）されて以来、10 年あまりが

経過したことを踏まえ、その成果・課題

を見つめなおし、議論する時期にきてい

ることから、運営母体の異なる館を例に

とりながら、各公民館の今後の道標とな

るとともに、今後の公民館職員の在り方

を見つめなおし、併せて資質の向上を目

指す。   

館長部会  

第

２  

公民館と各教育機関との連携  

～暮らしに根ざした住民の学

習を支えるために～  

公民館が住民の生活課題や地域課題に

根ざした学習活動を支援していくために

は、その学びに関わる機関や団体との積

極的な「連携」が必要となってくる。  

本分科会では、各種教育機関との連携

を主眼におき、公民館事業の本来の目的

・役割を再確認しながら、住民の学習活

動をどう支えていくかについて考える。  

研究委員会  

第

３  
地域との連携  

今、公民館に何が求められているのか。

そして、公民館での学びがどのように人

と人をつなげ、地域の絆を深めていくの

か。  

県内公民館の実践事例をとおして、公

民館の可能性や地域に果たす役割につい

て考えていく。  

主事部会  

第

４  

公民館の連携  

～つながる公民館～  

財政状況や組織再編、職員の体制や短

期異動など、公民館は様々な課題に直面

している。  

このような状況の中、公民館がその機

能を発揮する為に有効な手段として県内

公民館の情報交換・共有や職員の力量形

成にむけた連携が挙げられる。  

本分科会では、実践事例から公民館同

士の連携の意義をもう一度とらえ直し、

具体的な方法について検討する。  

県公連事務局  

第

５  

地域社会資源との連携  

～企業ＣＳＲ活動等を  

とおして～  

本分科会では、地域に密着した教育機

関としての役割とその重要性を確認する

とともに、開かれた、進歩・発展する教

育機関として、今何が必要か、要求され

ているかを地域社会資源の活用・連携を

とおして考える。  

 本大会は、山武地区で実施されること

から、企業ＣＳＲ活動との連携として、

地元成田空港株式会社を例とする。  

 また、史跡名勝などの文化財・観光資

源（物的資源）、学芸員などの専門職員

（人的資源）を活用した、公民館事業の

例を学ぶ。  

山武地区公連  



 

【歴史コース】  

芝山文化センター＝芝山町立芝山古墳・

はにわ博物館＝殿塚・姫塚＝山武市歴史

民俗資料館＝成東駅＝芝山文化センター  

【空港コース】  

芝山文化センター＝航空科学博物館・空

と大地の歴史館＝成田空港＝成田空港駅

＝芝山文化センター  

※第５分科会参加者は、最初の研修先で

昼食をとりますので、芝山文化センター

を１２：００発となります。  

※道路事情等により、研修時間が延長す

る場合があります。時間の変更に支障の

ない方のみご参加ください。  

 

 

 

 


